
　　　

平
成
21
年
５
月
１
日
付
で
、
高

知
県
浄
化
槽
指
導
要
綱
の
改
正
と
、

高
知
県
浄
化
槽
放
流
水
の
地
下

浸
透
に
関
す
る
指
導
基
準
が
新

た
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
に
お
い
て
も
、
公
共
用
水
域

な
ど
の
水
質
保
全
や
公
衆
衛
生

の
向
上
を
目
的
に
、
市
内
に
設
置

さ
れ
る
浄
化
槽
に
関
し
必
要
な

事
項
を
定
め
た
「
香
南
市
合
併
浄

化
槽
の
設
置
に
関
す
る
指
導
基
準
」

準
」
を
６
月
１
日
付
で
施
行
し
ま

し
た
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

参
照
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

市
役
所
上
下
水
道
課

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険

者
に
は
、独
自
給
付
が
あ
り
ま
す
。

■
寡
婦
年
金

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除

期
間
を
含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る

夫
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し

た
場
合
、
10
年
以
上
婚
姻
関
係
が

あ
っ
た
妻
に
60
歳
か
ら
65
歳
ま

で
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
寡
婦
年
金
額
＝
夫
が
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
老
齢
基
礎
年
金

の
４
分
の
３

※
た
だ
し
、
夫
に
障
害
基
礎
年
金
の
受
給

権
が
あ
っ
た
り
、
妻
が
繰
り
上
げ
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
た
場
合
は
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

■
死
亡
一
時
金

　

保
険
料
を
３
年
以
上
（
一
部
納

付
を
し
た
期
間
の
月
数
は
、
一
部

納
付
の
割
合
に
よ
っ
て
計
算
）
納

め
た
人
が
、
年
金
を
受
け
ず
に
死

亡
し
た
場
合
、
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

保
険
料
を
納
め
た
月
数
に
応

じ
て
一
時
金
の
額
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。（
十
二
万
円
か
ら
三
十

二
万
円
）

※
付
加
保
険
料
を
納
め
た
期
間
が
３
年
以

上
あ
る
場
合
は
、
八
千
五
百
円
が
加
算
さ

れ
ま
す
。た
だ
し
、そ
の
人
の
死
亡
に
よ
り

遺
族
が
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら

れ
る
時
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
付
加
年
金

　

定
額
の
保
険
料
に
、
月
額
400
円

を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
に
付

加
年
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
付
加
年
金
額
＝
200
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数

※
た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
ら
れ

て
い
る
人
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん

■
問
い
合
わ
せ

　

南
国
社
会
保
険
事
務
所
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１
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市
役
所
市
民
保
険
課

　　

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
７

月
か
ら
９
月
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

　

夏
季
は
、
皮
膚
の
露
出
部
分
が

多
く
、
発
汗
に
よ
り
皮
膚
が
ぬ
れ

て
電
気
が
通
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
暑
さ
や
疲
労
か
ら
注
意
力

が
散
漫
に
な
り
が
ち
な
こ
と
も

原
因
の
一
つ
で
す
。

　

当
協
会
は
、
他
団
体
と
協
力
し

て
電
気
安
全
講
習
会
の
開
催
、
電

気
設
備
の
点
検
や
不
良
設
備
の

改
修
促
進
な
ど
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

（
財
）
四
国
電
気
保
安
協
会
高

知
支
部
山
田
事
業
所

　
　

52-

０
５
１
４

そ
の
他

８
月
は
電
気
安
全
使
用
月
間

国
民
年
金
に
は
独
自
の
給
付

　
　
　

が
あ
り
ま
す

年　

金

合
併
浄
化
槽
の
設
置
に
関
す
る

指
導
基
準
が
制
定
さ
れ
ま
し
た

下
水
道

▼

▼

「住宅用火災警報器」を
各世帯に１個無料配布します
「住宅用火災警報器」を
各世帯に１個無料配布します

■問い合わせ
　　　防災対策課　 57-8501

火災による被害を少しでも軽減するため、消防法で平成23年５月31日までに

設置が義務付けされている「住宅用火災警報器」を全世帯へ無料配布します。

香南市総合防災訓練香南市総合防災訓練香南市総合防災訓練香南市総合防災訓練香南市総合防災訓練

安心サポート
もしもの火災をしっかり警告

安心サポート
もしもの火災をしっかり警告

8:55 …

9:00 …

　▼

　▼

9:30 …

　▼

　▼

正午 …

地震発生

訓練開始

▼地震・津波発生サイレンの放送

▼各避難地で避難確認

避難訓練終了

▼訓練終了後は各自主防災組織や地区

　の防災訓練などに参加してください

終了

■開催日 ９月６日（日） ９時00分～

■日　程　※雨天決行

開催
■市内全域訓練
　全地区で避難訓練を実施します。

避難訓練終了後、各地区で訓練

がある場合は参加してください。

■主会場訓練【吉川小学校】
　今年は吉川小学校グラウンドにて、午前10時から自主防

災組織による倒壊家屋からの救出訓練や県防災ヘリコプター

「りょうま」による人命救助訓練を行います。また、消火訓練、

けむり体験、救急救命訓練、自衛隊車両（予定）・消防車・防

災グッズの展示、炊き出しの無料配食などを行います。

※見学者の駐車場は吉川支所北側です。

ｃやなせたかし

取
付
け
作
業
を

　
　
　

無
料
で
サ
ポ
ー
ト

音
声
で
知
ら
せ
る

　

火
災
警
報
器
を
無
料
配
布

◇
対
象
と
な
る
世
帯
…
平
成
21
年
８
月
１
日
に
、香
南
市
に
住

民
登
録
が
あ
る
世
帯
。た
だ
し
８
月
２
日
以
降
に
市
外
へ
転
出

さ
れ
た
世
帯
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

◇
配
布
物
品
…
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
各
世
帯
に
１
個

　
　
　
　
　
　

（
取
付
け
は
各
家
庭
で
お
願
い
し
ま
す
）

◇
配
布
場
所
…
平
日
：
本
庁
１
階
市
民
室
・
各
支
所

　
　
　
　
　
　

土
日
祝
：
本
庁
１
階
市
民
室
・
香
南
消
防
署

◇
配
布
期
間
…
平
成
21
年
９
月
14
日（
月
）〜
11
月
30
日（
月
）

　
　
　
　
　
　

８
時
30
分
〜
17
時
30
分

◇
受
け
取
り
方
法
…
８
月
下
旬
に
対
象
世
帯
へ
発
送
す
る「
通

知
兼
申
請
書
」
と
認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
指
定
さ
れ
た
配
布

場
所
で
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
通
知
兼
申
請
書
の
コ
ピ
ー
は
無
効
と
な
り
ま
す
。郵
送
さ
れ

た
原
本
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

◇
代
理
人
申
請
…
世
帯
主
以
外
の
人
が
受
け
取
り
に
く
る
場

合
に
は「
通
知
兼
申
請
書
」に
代
理
人
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
代
理
人
の
認
め
印
を
持
参
の
う
え
、
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
、
重
度
の
障
害
等

が
あ
り
、火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
が
困
難
な
場
合
に
は
、

市
が
委
託
し
た
地
域
の
自
主
防
災
組
織
や
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
等
が
、取
付
け
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

◆
申
請
方
法
…
８
月
下
旬
に
発
送
す
る
火
災
警
報
器
の
通

知
書
に
申
請
書
を
同
封
し
て
い
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
無
料
配
布
の
申
請
書
と
併
せ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
者
介
護
課　

 

57-

８
５
１
０

　

福
祉
事
務
所　
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８
５
０
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　市では、定額給付金や子育て応援特別手当を受け取ることができないＤＶ

（配偶者からの暴力）被害者の人や、離婚された人の生活や子育てを支援する

ため、生活支援特別給付金を給付します。申請書をお送りしますので、事前に

総務課までご連絡ください。　　■問い合わせ　市役所総務課　　

　平成21年２月１日に市内に居住し、定額給付金及び

子育て応援特別手当を受けとることができない人で、

次の①または②のどちらかに該当する人。

①ＤＶ被害のため住民基本台帳の住所と異なる居所に

居住している人およびその人と同居している子など

②平成21年２月１日から平成21年４月１日までの間に

離婚した世帯主以外の人およびその人と同居している

子など

■給付額

　対象者１人につき12,000円

（昭和19年２月２日以前に生まれた人および平成２年

２月２日以降に生まれた人は20,000円）

　

　対象者の中に、平成２年４月２日から平成17年４月１

日までに生まれた子が２人以上おり、かつ、第２子以降で

ある平成14年４月２日から平成17年４月１日までに生ま

れた子については、１人につき36,000円を加算します。

※第２子の判定は、平成２年４月２日以後に生まれた子

の中から年齢の高い順に第１子、第２子と数えます。

■申請期間

　平成21年８月１日から平成21年12月１日まで
■申請方法
　申請書に必要事項を記入し、必要書類を添付して提出

してください。申請書類を送付しますので、該当される人

は、総務課にご連絡ください。

給
付
金

香南市生活支援特別給付金香南市生活支援特別給付金

県防災ヘリコプター「りょうま」

※県・市営住宅は対象外。また、アパートなどの集合住宅で既に設置し

ている場合も対象外です。

nformationi   informatio n
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